授業作りのステップと授業案テンプレート
看護教員のための授業案作成シート
１　授業作りのステップ
授業案は、次の7つのステップの順に考えると、各項目の記入内容が定まりやすい。

	
	ステップ
	何を確認・検討するか
	つながる項目

	1
	テーマ・位置づけを確認する
	シラバスにおける本時の位置づけ、対象学年、既習内容を確認する。
	授業テーマ／対象学年・既習内容

	2
	目標を決める（知識・技術・態度）
	学生に何ができるようになってほしいかを、知識・技術・態度の3観点で具体化する。
	授業目標

	3
	授業の展開を考える（導入・展開・まとめ）
	導入・展開・まとめの大まかな流れと時間配分を検討する。
	授業展開表

	4
	学生と教員の活動を組み立てる
	講義・演習・グループワークの組み合わせと、教員・学生それぞれの活動を検討する。
	授業展開表（教員の活動／学生の活動）

	5
	教材を準備する
	授業目標の達成に必要な教材（スライド・配布資料・モデル等）を選定する。
	教材・準備物

	6
	評価方法を決める
	授業目標に対応させ、形成的評価・総括的評価の方法を検討する。
	評価方法

	7
	授業後に振り返る
	学生の反応、時間配分、教材の適切さを振り返り、次回に活かす。
	授業後の振り返り


２　授業案テンプレート
以下の欄に記入し、1回の授業の授業案として使用する。記入例は薄字で示しているため、実際の内容に置き換えて使用する。
（１）基本情報
	科目名・授業回
	例：成人看護学援助論（呼吸器）　第8回

	授業テーマ
	例：COPD患者の呼吸管理と自己管理支援

	対象学年・既習内容
	例：3年生／基礎看護技術、呼吸器の解剖生理を履修済み

	授業形態・授業時間
	例：講義＋演習／90分

	授業目標（知識）
	例：COPD患者の病態と、呼吸困難が生活に与える影響を説明できる。

	授業目標（技術）
	例：口すぼめ呼吸の方法を、患者に説明できる。

	授業目標（態度）
	例：患者の生活背景を踏まえ、無理のない自己管理方法を共に考える姿勢を持つ。



（２）教材・準備物
	教材・準備物
	例：スライド／ワークシート（配布資料）／呼吸法説明用モデル



（３）授業展開（時間配分）
	時間配分
	学習内容
	教員の活動
	学生の活動
	教材・留意点

	導入
	

	

	

	


	展開１
	

	

	

	


	展開２
	

	

	

	


	展開３
	

	

	

	


	まとめ
	

	

	

	



（４）評価方法
	形成的評価（授業中）
	例：演習中の発言、グループワークでの取り組みを観察する。

	総括的評価（授業後）
	例：ワークシートの記載内容を確認する。


（５）留意事項（安全・倫理的配慮）
	留意事項
	例：呼吸困難感を訴える学生がいないか演習中に確認する。



（６）授業後の振り返り
	学生の反応・理解度
	

	時間配分
	

	改善点・次回への申し送り
	



